
Ⅰ　決算の状況 

1. 決算規模

歳 入 決 算 額
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歳入歳出差引額
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繰 上 償 還 金
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実質単年度収支

　当初216億2千万円でスタートした予算は、13回の補正を行い、48億1,237万4千円を増額
し、また前年度からの繰越額18億8万4千円を加え、最終的には、282億3,245万8千円とな
りました。
　税収が大幅に減少する厳しい財政状況の中、短期的な視点だけでなく中長期的な視点を
持って、持続可能な行財政基盤を構築するための施策を積極的に推進しました。
　前年度と比較し、歳入決算額は30億896万5千円の減少、歳出決算額は26億6,383万5千円
の減少となりました。本年度の特徴として、子育て世帯や住民税非課税世帯等への臨時特
別給付金事業や民間保育園等施設整備補助、環境センター焼却再稼働事業などで増額と
なっています。なお、令和2年度の特別定額給付金事業やギガスクール事業、岡崎幼稚園
こども園化事業などが完了したことにより、予算及び決算の総額は、令和2年度と比較し
て大幅に減少しています。

　令和3年度の一般会計は、
　　歳入　268億5,652万 　円（前年度 298億6,548万5千円）
　　歳出　250億3,823万9千円（前年度 277億  207万4千円）

となり、前年度に比べて歳入10.1％の減少、歳出9.6％の減少となりました。
　歳入歳出差引額（形式収支）18億1,828万1千円から、繰越明許費の翌年度へ繰り越
すべき財源1億5,511万2千円を差し引いた実質収支は、16億6,316万9千円で、単年度収
支は、▲2億9,566万3千円となりました。
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　 表－１　最近５か年の収支状況
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